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ジオシンセティックスによる低質土盛土の補強

建設省土木研究所 三木博史
大成建設(株)技術研究所坂口 昌彦

1 .はじめに

栃木県では、奥日光の湯の湖の浄化を行なっているが、その主な方法として凌深によリ

湖底に堆積したヘドロを除去する方法で行なっている。従来はこのように波深されたヘド

ロは一時的に貯留され、時間をかけて分離され分離液を余水として処理するのが一般的で

あった。しかし、ここでは、一日の内にヘドロをスラリーと水に分離し、水は元の湯の湖

に還えし、スラリーをさらに脱水処理し固化処理をしてスキー場の造成時の盛土材として

利用するものである。環境問題の叫ばれる今日、この低質土の処理法および有効利用の方

法は、地元はもとより、各関係方面より注目と期待が寄せられている。

このうち、スキー場の造成の盛土材としてこれらの低質土を用いるに当って、造成の経

済化をはかる目的で、固化した低質土の盛土材としての強度不足を補うための補強工法と

して、ジオシンセティックスを用いた補強盛土工法を採用した。今回は、ジオテキスタイ

ル関連の事例紹介として、事例の少ない湖底に堆積した低質土の処理と利用、それに伴う

ジオシンセティックスによる低質土盛土の補強についての報告をするものである。

2.湯の湖浄化事業

本事業は、栃木県が建設省所管の国庫補助事業として平成元年から実施している浄化事

業である。

湯の湖は、栃木県北西部の標高1，478mに位置し、下流の中禅寺湖とともに日光国立公

園を代表する湖である O しかし、清らかであった湯の湖の湖水も、温泉街の生活排水など

の流入および、湖底からの温泉水の湧出により徐々に汚染が進行し、現在では全国各地で

問題化している富栄養化現象をもたらすまでになってきた。日光市はこの汚染防止対策と

して、湯元下水終末処理場に高度処理施設を増設するなど、汚染の進行防止に努力をして、

これまでに成果をあげてきた。さらなる水質の浄化を目指して、すでに湖底に堆積してい

るヘドロからの栄養塩などの溶出を削減するためには、堆積ヘドロの除去が最も効果が高

いことから、その除去を実施することとなった。この事業は湯の湖(平成3年度現在、透

明度3.2m)の浄化を行なうことにより、最終的には下流域の中禅寺湖(平成3年度現在、

透明度8.3m)の水質改善をも計ろうとするものである。

さらに、全国の各関係団体から注目を浴びているのは、この凌深したヘドロを脱水処理

し、固化して盛土材として有効利用していることである。
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事業概要については、表.-1にその諸元を示す。また、本事業の工事の名称、発注者、施

工者ならびに工期に関しては表-2に示す。

表-1 事業諸元

項目 内容 項目 内容

事 業 名 河川環境整備(浄化)事業 効果の確認 平成4年度から平成8年度まで

事 業 費 4，600，000千円
湖水水質、底賀、プランクトン

等について調査

事業年度 平成元年度一一調査等

平成2~3年度一一プラント建設 余水流入水質 PH6~8 

平成4年度ー←漫深工事開始 最大SS35，000mg/e
平成8年度 完了(予定)

稼働期間 5月 ~ll月
余水処理:水質 PH6~8 

SS30mg/Q 

漫j菜、余水処 6日/週

理運転時間 7時間/日 湖水リン濃度 事業高1O.03mg/Q

事業後0.019mg/e
濃縮脱水処理 6日/週 環境基準値0.03mg/Q以下
運転時間 22時間/日

処理能力 最大380m'/時 湖水窒素灘度 事業前0.42mg/e
事業後0.32mg/Q

i愛深汚泥量 192，000m' 環境基準値0.4mg/e以下
(4tトラック約5万8千台分)

脱水ケーキ震 73，000ぱ(含水率60%)
湖7.l<COO濃度 事業前2.3mg/Q

事業後2.0mg/Q

固化後処分量 77 ，400m' 環境基準値3mg/Q以下
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表・ 2 工事の実施

工事名称 湯の湖しゅんせつ工事

発注者 栃木県(日光土木事務所)

施工者
大成東亜栗田

特定建設工事共同企業体

エ 期 平成4年3月~平成8年10月

3.浄化工事の概要

湯の湖に於ける浄化工事は、まず、湖底に堆積するヘドロを、湖水を濁らせない方法と

して採用されたカッターレス型の凌深船にて吸引する方法によって波深される。波深ヘド

ロは、パイプラインで陸上の泥水.余水処理プラントに揚げられる。泥水.余水処理プラン

トでは、濃縮沈澱や凝集沈澱を大きな水槽で、脱臭剤、凝集剤を添加しながら通過させ余

水とスラリーに分離して行く。最後に浄化された余水は清澄槽で水質チェックをして湖に

戻す。一方各浄化段階で分離発生したスラリー状のヘドロは粒状にしてさらに濃縮し、最

後にベルトプレスで水分を絞って固化ピットに送られる。この脱水されてケーキ状になっ

た低質土は、固化ピットの中で固化材(セメント系)が加えられ油圧ショベルによって撹

持される。このときの固化材添加量は、低質土1m3に対して200Kgとする。

このように〈波深から、浄化処理、機械による脱水、固化処理まで〉の工程を一貫した

流れ作業で一日の内に行なうのは、日本では初めての試みであろう。盛土材は仮置場所ま

でダンプトラックにて運搬され、その後クローラーダンプに積み替えられて急勾配地を盛

土位置に運搬して盛土施工をする。この泥水.余水処理プラントとヘドロの処理工程の流

れを図・1に示す。

ここで製造された盛土材の盛土最終位置での7日後の強度特性は、それぞれおおよそ、

土の単位体積重量y= 1.3"'" 1.4g/cm3、一軸圧縮強度qu=0.5""'0.7kgf/cm2、内部摩擦角併 =3

""'100、粘着力c=0.25"'" 0.45kgf/cm2程度であった。
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